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地域ニ ュース

〈
金
沢
支
部
〉

金
沢
支
部
あ
れ
こ
れ

地
域
交
流
並
び
に
新
名
所
紹
介

昨
年
四
月
に
学
生
支
援
事
業
を
総
合
的
に
実
施
す
る

「独
立
行
政

法
人

日
本
学
生
支
援
機
構
」
が
誕
生
し
、

一
年
近
く
が
経
過
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
金
沢
支
部
が
あ
る
金
沢
国
際
交
流
会
館

(以
下
、

「会
館
」
と
い
う
。)
の
施
設
の
紹
介
と
昨
年
四
月
か
ら
現
在
ま
で
に

取
り
組
ん
で
き
た
留
学
生
交
流
、
地
域
の
新
し
い
観
光
ス
ポ

ッ
ト
に

つ
い
て
話
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
う
。

金
沢
支
部
が
管
理

・
運
営
し
て
い
る
会
館
は
石
川
県
と
合
築
。
建

物
は
六
階
建
て
で
あ
り
、
当
機
構
が
所
有
す
る
部
分
は
二
階
と
三
階
。

単
身
部
屋
四
四
室
、
夫
婦
部
屋
五
室
の
合
計
四
九
室
で
あ
る
。
会
館

は
他
の
建
物
よ
り
も
、
館
費
が
安
く
、
綺
麗
だ
と
い
う
こ
と
で
、
外

国
人
留
学
生

(以
下
、
「留
学
生
」
と
い
う
。
)
の
間
で
は
人
気
が
高

い
。
建
物
全
体
で
は

一
〇
八
室
あ
り
、
現
在
一
三
か
国

一
〇
〇
名
以

上
の
留
学
生
が
交
流
を
目
的
に
留
学
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

金
沢
支
部
と
し
て
は
一
三
か
国

一
〇
〇
名
以
上
の
留
学
生
は
宝
で

あ
り
、
核
で
あ
る
。
そ
の
核
を
フ
ル
に
生
か
し
て
地
域
交
流
の
拠
点

に
な
れ
ば
と
考
え
な
が
ら
、
日
夜
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

次
に
、
今
ま
で
の
地
域
交
流
で
主
な
交
流
三
点
を
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
始
め
に
、
金
沢
市
中
央
消
防
署
よ
り
、
秋
季
火
災
予
防
運
動

の

一
環
と
し
て
留
学
生
の
方
に

一
日
消
防
署
長
の
依
頼
が
あ

っ
た
。

金
沢
市
中
央
消
防
署
の
話
で
は
、
今
回
は
秋
季
火
災
予
防
運
動
で
、

金
沢
に
住
む
外
国
人
の
人
達
に
火
災
予
防
の
重
要
性
を
考
え
て
も
ら

う
運
動
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
留
学
生
が
多
く

い
る
会
館
に
話
が
あ

っ
た
。

金
沢
市
中
央
消
防
署
の
希
望
等
を
お
聞
き
し
た
結
果
、
チ
ェ
ル

・

カ
タ
リ
ン
さ
ん

(
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
)
を

一
日
消
防
署
長
に
紹
介
。

当
日
は
金
沢
市
中
央
消
防
署
長
か
ら

一
日
消
防
署
長
の
委
嘱
状
を
受

け
取
っ
た
後
、
放
水
訓
練
や
は
し
ご
車
を
体
験
。
そ
の
後
、
金
沢
の

中
心
街
に
あ
る
香
林
坊
ア
ト
リ
オ
広
場
に
て

「火
の
用
心
」
の
広
報

活
動
を
行
っ
た
。

ま
た
、
会
館
居
住
の
留
学
生
を
対
象
に

「留
学
生
防
火
教
室
」
を

開
催
し
て
も
ら

っ
た
。
当
日
は
三
五
名
の
参
加
者
が
あ
り
、

三

九

番
通
報
訓
練
、
応
急
手
当
訓

練
、
消
火
訓
練
、
地
震
体
験

車
試
乗
も
あ
っ
た
。
地
震
体

験
車
試
乗
で
は
先
日
の
新
潟

中
越
地
震
の
恐
怖
を
体
験
。

地
震
の
怖
さ
を
改
め
て
考
え

て
く
れ
た
よ
う
だ
。

地域ニュース

二
つ
目
は
、
地
元
の
小
学
校
か
ら
の
依
頼
で
あ
る
。
そ
の
小
学
校

に
は
エ
ジ
プ
ト
出
身
の
児
童
が
い
る
の
だ
が
、
日
本
人
教
師
は
ア
ラ

ビ
ア
語
が
話
せ
ず
、
児
童
も
日
本
語
が
ま
だ
理
解
で
き
な
い
。
そ
の

た
め
、
ア
ラ
ビ
ア
語
が
話
せ
る
留
学
生
を
紹
介
し
て
欲
し
い
と

い
う

も

の
で
あ
っ
た
。
言
語
も
習
慣
も
文
化
も
、
何
も
か
も
が
異
な
る
生

活

の
中
で
、
そ
の
児
童
は
大
き
な
不
安
を
抱
え
て
い
た
よ
う
だ
が
、

少
し
年
上
の
留
学
生
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
言
語
や
習
慣
を

覚
え
、
壁
を

一
つ
一
つ
乗
り
越
え
て
い
っ
た
よ
う
だ
。
留
学
生
も
現

在
は
そ
の
小
学
校
で
の
採
用
が
決
ま
り
、
「民
間
協
力
員
」
と
い
う
立

場
で
小
学
校
に
勤
務
し
て
い
る
。

三

つ
目
は
、
公
民
館
主
催
に
よ
る
国
際
交
流
事
業
の

「聞
い
て
!

わ
た
し
の
お
国
の
お
話
」
に
、
ネ
パ
ー
ル
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
の
出
身
の
留
学
生
を
紹
介
し
た
。
こ
の
事
業
は
地
元
の
住

民
の
皆
さ
ん
に
、
留
学
生
そ
れ
ぞ
れ
の
出
身
国
の
文
化
や
生
活
等
の

違
い
を
知
っ
て
も
ら
う
の
が
狙
い
で
あ
る
。

現
在
は
会
館
の
あ
る
地
域
、
地
元
を
中
心
に
交
流
活
動
を
進
め
、

足
場
を
固
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

最
後
に
、
地
域
の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
い
。
昨
年

の
年
末
、
暖
冬
と
い
わ
れ
な
が
ら
金
沢
の
街
中
に
も
雪
が
つ
い
に
降

っ
た
。
足
元
が
悪
く
な
り
な
が
ら
も
、
や
は
り
雪
が
降
ら
な
い
と
北

陸
に
冬
が
来
た
と
い
う
感
じ
が
し
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
金

沢
と
聞
い
て
思
い
浮
か
べ
る
も
の
と
い
っ
た
ら
恐
ら
く
兼
六
園
、
金

沢
城
跡
公
園
や
東
山
茶
屋
街
等
の
観
光
地
で
は
な
か
ろ
う
か
。
金
沢

は
時
に
小
京
都
と
呼
ば
れ
、
昔
な
が
ら
の
た
た
ず
ま
い
を
残
す
場
所

が
多
く
残

っ
て
い
る
地
で
あ
る
。

し
か
し
、
昨
年
の

一
〇
月
九
日
、
金
沢
二

一
世
紀
美
術
館
が
完
成

し
た
。
美
術
館
と
い
え
ば
、
棟
瓦
造
り
の
重
厚
な
建
物
を
想
像
す
る

の
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は

「
二

一
世
紀
」
と
名
が
つ
く
く
ら
い
で
あ

る
か
ら
し
て
、
上
か
ら
見
る
と
円
形
で
、
周
り
が
ガ
ラ
ス
張
り
と
い

う
建
物
で
あ
り
、

一
見
し
た
と
こ
ろ
美
術
館
と
は
思
わ
れ
な
い
。
し

か
も
こ
の
美
術
館
で
は
作
品
の
内
部
を
覗
き
込
ん
だ
り
、
人
間
が
真

空
パ
ッ
ク
さ
れ
て
し
ま

っ
た
り
な
ど
と
い
う
体
験
で
き
る

「動
」
の

空
間
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
美
術
館
と
は

「静
」
の

空
間
で
あ
る
と
い
う
既
成
概
念
を
見
事
に
覆
さ
れ
る
思
い
が
し
た
。

ま
た
こ
の
美
術
館
の
特
色
と
し
て
注
目
し
た
い
点
は

「ま
ち
に
活
き
、

市
民
と

つ
く
る
、
参
画
交
流
型
美
術
館
」

(二

一
世
紀
美
術
館
H
P

「二

一
世
紀
美
術
館
と
は

美
術
館
の
特
色
2
」
よ
り
引
用
)
で
あ
る
。

金
沢
支
部
と
し
て
も
留
学
生
と
地
域
住
民
な
ど
が
交
流
を
深
め
る

「広
場
」
的
な
役
割
を
果
た
せ
る
場
所
と
な
る
よ
う
、
今
後
も
業
務
に

励
む
次
第
で
あ
る
。


